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議  第 3 0 3 7 号 

令 和 ２ 年 ９ 月 ８ 日 

 

総務文教常任委員会審査概要報告書 

 

                              委員長 酒井 善広 

 

Ⅰ 開催年月日  令和２年６月 23 日（火） 

Ⅱ 会 議 時 間  午後２時 05 分～午後２時 20 分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎酒井 善広  ○横田 誠二   高瀬 充子 

本田 利麻   中村 清志   上田  武 

曽田 康司   中川 加津代  畠  起也 

（◎…委員長  ○…副委員長）  

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

        〔委員外議員〕 なし 

        〔事務局職員〕 室川 弘昭  関本 尚彦 

        〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

 

１ 付託議案について 

議案第 103 号 令和２年度高岡市一般会計補正予算（第３号）のうち本委員会所管分 

 

以上、予算議案１件については、審査の結果、全会一致で、原案のとおり可決すべき

ものと決した。 

 

〈 審査の過程における質疑等は次のとおり。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

【議案第 103 号のうち、教育費について】 

〇 新型コロナウイルス感染症対策事業費については、今後、コロナ対策を進めてい

くうえで、子どもたちの思い、意見を反映すべきと考えるが、見解は。 

△ 子どもの思いや意見を反映することは、教育の基本である。各学校において、主

体的に物事を捉え、判断する子どもを育てていきたい。 

〇 中学校教材教具整備費について、再び学校が臨時休校となった場合に備え、中学

３年生のいる通信環境がない家庭を対象に、モバイルルーターを貸し出すとのこと

だが、保護者負担となっている通信費について、負担軽減のため、国や県に支援を

要望いただきたい。（要望） 
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△ 本市では、今回の臨時休業中も遠隔授業システムを活用し、様々な取り組みを行

っており、それをより有効活用するための条件整備ということでモバイルルーター

貸し出しに係る予算を計上した。中学校は義務教育段階でもあるので、単一の市町

村がこうした通信費等の経費を担うということではなく、ぜひ、国としての制度設

計をお願いしたいと思っている。 

〇 対象となる家庭はどのように把握したのか。 

△ 令和２年５月に実施した、中学校３年生を対象とした遠隔クラスミーティングで

自宅に通信環境が無い家庭を把握した。 

〇 本市で法人契約した場合、通信費は安くなると思うが、支払いが難しい家庭もあ

ると思うので、公民館等の公共施設に整備された通信環境も活用しながら、全生徒

が平等にオンライン授業を受けられるようお願いしたい。（要望） 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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総務文教常任委員会 当局説明員（１６名） 

 

市長政策部長 鶴 谷  俊 幸 教育長 米 谷  和 也 

市長政策部次長 

都市経営課長・広域連携推進室長 
久 郷  聡 教育次長・参事 杉 森  芳 昭 

文化創造課長 寺 井  知 恵 
教育次長 

学校教育課長・教育改革推進室長 
杉 山  智 充 

総合交通課長 今 方  順 哉 教育総務課長 中 保  哲 憲 

  
生涯学習・文化財課長 大 野  洋 靖 

総務部長 

選挙管理委員会事務局長 
二 塚  英 克 

スポーツ課長 

東京オリンピック・パラリンピック推進室長 
上 田  浩 樹 

総務部次長 戸田  龍太郎   

総務部次長・参事 

財政課長 
長 久  洋 樹   

総務課長 上 森  智 美   

総務課 

危機管理室長 
割 田  一 郎   

納税課長 柴 野  泰 彦   

    

   
 

  
  

    

  
  

    

    


